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1. はじめに：新型コロナ肺炎流行による公共空間の変化 

 

新型コロナ肺炎流行後、公共空間における滞在の様態には大きな変化が求められている。いままでは
「多くの人が集うこと」が公共空間の価値判断基準の一つであったが、感染予防の観点から密な接触を回
避することが必要で、ある程度の間断性を持ちながら緩やかに人が集うしくみや設えが求められている。
特に昼間流入人口が大きい千代田区では、オフィスワーカーや観光来訪者の利用する外部公共空間を時
間的・空間的にどう棲み分け分散的な利用を促すべきかを検討していく必要がある。 

本事業では現有する千代田区の外部公共空間（公園）のファシリティを再検証し、公共空間利用のニ

ューノーマル（新しい様態）を示すことで、新しい生活様式に対応した都市計画・都市政策の策定に資す

る資料の提供を行うことをめざす。 

千代田区は世界有数の業務集積地であり、昼間流入人口が多数を占める地域である。ポストコロナ、

ウィズコロナ時代の新しい生活様式では外部空間の重要性は大いに高まることが予想され、今後は外部

空間のより有効な活用の方策が求められる。「安全に集う」、「安全に賑わう」ための基礎情報として本事

業の知見を今後のまちづくりに活かしていくことを期待したい。 

 

法政大学エコ地域デザイン研究センター センター長 岩佐明彦 
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2. 本事業の目的：千代田区における外部空間のニューノーマル 

ポストコロナ、ウィズコロナの時代を見据えた時，密を避けた交流が必要であり、外部空間の重要性

が再認識されている。特にオフィスビルが建ち並びその集積によって優位性を保ってきた都心部では「集

まりながら密を避ける」ことが今後必要とされており，そこでの外部空間の役割は大きい。本事業では千

代田区の重要な外部空間である公園に着目し、その実態を明らかにし、ニューノーマルを支える空間とし

てのポテンシャルを検討する。 

本事業で行ったことは、大きくは以下の４点である。 

 

（１）千代田区全公園の全踏ワークショップ 

（２）公園の性能計測 

（３）地域特性による公園利用者の属性推定 

（４）利用形態による公園の評価 

 

本事業は法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻学生の協力のもとでワークショップ形式でお

こなった。 
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3. 千代田区内公園の全踏ワークショップ 

本事業では、千代田区の外部空間の状況を把握するために、千代田区に存在する全公園（図 1、表 2）

を実際に訪問した。訪問は１１人のメンバーで手分けして行い。訪問に際しては、園内の写真を撮影し、

それぞれ１枚のシートにまとめた。（表 1）表 1 千代田区全公園実踏実施概要 

 

表 1 千代田区全公園実踏実施概要 

日時 ２０２１年９月２３日～３０日 

参加者 法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻 デザインスタジオ９Z履修者１１名 

方法 ・公園・緑地を訪問し、データシートを作成。手分けして全踏破 

・必ず滞在してみること（以下について観察） 

●座る場所はあるか、何が出来るか、誰が利用しているのか？ 

●どういう場所が気持ち良い？ 

●周辺で活用できそうなものはあるか？ 

●特徴やそれを評価する方法は何か？ 

 

 
図 1  千代田区の公園 
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表 2 千代田区の公園 

番号 名称  番号 名称  番号 名称 

1 千鳥ヶ淵緑道  22 秋葉原公園  43 和泉橋南東児童遊園 

2 千鳥ヶ淵ボート場  23 内神田尾嶋公園  44 和泉橋南西児童遊園 

3 宮本公園  24 外濠公園  45 美倉橋東児童遊園 

4 芳林公園  25 国会前庭  46 美倉橋西児童遊園 

5 東郷元帥記念公園（改修中）  26 北の丸公園  47 美倉橋北児童遊園 

6 練成公園  27 皇居東御苑  48 佐久間橋児童遊園 

7 錦華公園  28 皇居外苑  49 左衛門橋北児童遊園 

8 淡路公園  29 日比谷公園  50 左衛門橋南児童遊園 

9 西神田公園  30 五番町児童遊園  51 いずみ児童遊園 

10 神田児童公園  31 爼橋児童遊園  52 麹町こどもの広場 

11 神田橋公園（閉鎖中）  32 中坂児童遊園  53 昌平橋東橋詰広場 

12 佐久間公園  33 堀留南児童遊園  54 昌平橋西橋詰広場 

13 三宅坂小公園  34 堀留北児童遊園  55 四ツ谷駅前広場 

14 龍閑児童公園  35 飯田橋児童遊園（閉鎖中）  56 内幸町広場 

15 常盤橋公園（閉鎖中）  36 神三児童遊園  57 小川広場 

16 清水谷公園  37 三崎町児童遊園  58 西神田けやきの広場 

17 千鳥ヶ淵公園  38 錦三会児童遊園  59 隼町広場 

18 九段坂公園  39 鎌倉児童遊園  60 岩本町馬の水飲広場 

19 富士見児童公園  40 地蔵橋東児童遊園  61 西神田百樹の広場 

20 神保町愛全公園  41 お玉が池児童遊園  62 秋葉原駅東口広場 

21 和泉公園  42 岩本町二丁目児童遊園  63 大和橋広場 
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4. 公園の性能計測 

4.1. 性能計測ワークショップの概要 

全公園の実踏調査の成果をワークショップで共有した上で、それぞれの公園の性能計測を行った（表 

3）。ここで測定する性能は、ニューノーマル化で外部空間が要求される性能に関わるものを中心とした。

計測はワークショップメンバーで手分けして行った（図 2）。また、調査する公園に関しては、千代田区

にある公園・広場６３ヶ所のうち１０ha 以下で、改修中の公園を除外した街区公園・近隣公園・地区公

園の５４ヶ所に絞り込んだ（表 5）。 

性能計測の項目は大きくは公園の形態に関する「形態調査」と、それぞれの公園で任意に設定した観

測ポイントに滞在し、そこでの滞在時の観察記録からなる「滞留調査」に分けられる（表 4）。調査は「で

きるだけすべての事柄を計測する」という方針で進められたが、本報告書では主要なものを中心に説明す

る。 

 

表 3 ワークショップ実施概要 

日時 ２０２１年１０月７日～１４日 

参加者 法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻 デザインスタジオ９Z履修者１１名 

方法 ５４公園を訪問し、設定した項目に関して性能計測を行う。 

 

表 4 性能計測の調査項目 

形態調査 進⼊⼝の数、進⼊⼝の形状、園内の通り抜け、地表⾯（アスファルト、芝⽣、地
⾯、舗装タイル、⽊デッキ）、園内要素（⾃販機、⽔飲み場、トイレ、ゴミ箱、街
灯、喫煙所、ベンチ）、接する道路数 

滞留調査 ※園内に設定した滞在ポイントで以下を観測する 
騒⾳、聞こえた⾳、落ちていたタバコの数、前⾯道路を⼀番通過する属性、滞在
している⼈数、⽇照時間（夏⾄・冬⾄）、視認できるランドマーク、視認できる中
景要素、視認できる近景要素、⽔景の有無、スカイライン、動いているもの、ベ
ンチの開放性、隣のベンチまでの距離、ベンチ周辺の物が置けるスペース、１５
分間滞在できるかどうか、フリーWi-Fi の捕捉状況 

 
  



 15 

 

 

図 2 ワークショップ風景 

 
 

表 5 対象となった公園 

 
 

都市公園 児童遊園 広場 その他

東郷元帥記念公園 五番町児童遊園 隼町広場 千⿃ヶ淵緑道

外濠公園 爼橋児童遊園 麹町こどもの広場 国会前庭

千⿃ヶ淵公園 堀留北児童遊園 ⻄神⽥けやきの広場

富⼠⾒児童遊園 堀留南児童遊園 ⻄神⽥百樹の広場

九段坂公園 中坂児童遊園 ⼩川広場

神保町愛全公園 神三児童遊園 昌平橋東橋詰広場

三宅坂⼩公園 地蔵橋東児童遊園 ⼤和橋広場

⻄神⽥公園 佐久間橋児童遊園 岩本町⾺の⽔飲み広場

錦華公園 三崎町児童遊園 内幸町広場

神⽥橋公園 錦三会児童遊園 昌平橋⻄橋詰広場

内神⽥尾嶋公園 鎌倉児童遊園 四⾕駅前広場

神⽥児童公園 美倉橋東児童遊園

芳林公園 美倉橋北児童遊園

練成公園 岩本町⼆丁⽬児童遊園

宮本公園 左衛⾨橋北児童遊園

⿓閑児童公園 和泉橋南東児童遊園

佐久間公園 和泉橋南⻄児童遊園

和泉公園 美倉橋⻄児童遊園

清⽔⾕公園 いずみ児童遊園

秋葉原公園 お⽟が池児童遊園

淡路公園

計21ヶ所 計20ヶ所 計11ヶ所 計2ヶ所
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4.2. 形態調査 

進入口数 

公園に進入するための入口の数を確認した（図 3）。公園の大きさや接道距離にもよるが、入口数が多

いほど開かれた公園である可能性が高く、公園のオープン性を図る指標として使用することができる。 

 

図 3 進入口数 

進入口の形状 

進入口のアクセシビリティに関してスロープ、階段、車止めの有無を確認した（図 4）。公園が周辺と

どのように接続されているのかで、公園への入りやすさや、入口付近の滞留性能を評価する際に使用でき

る。 

 

図 4 進入口の形状 
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園内の通り抜け 

公園に進入口が複数あることに加え、その複数の進入口を利用することで園内の通り抜けが可能かど

うかを検討した（図 5）。園内がショートカットルートとして活用されることで、多くの属性が行き交う

場所かどうかを評価する指標として利用できる可能性がある一方で、通り抜け者が多すぎる場合は、公園

内の居心地の阻害指標となることも想定される。 

 

図 5 園内の通り抜け 

 

 

公園に接している道路数 

公園に接している道路の本数を数えた（図 6）。接している道路の本数が多いほど、公園と周辺の接触

面が広がり、周辺との関係を持ちやすいと考えられる。 

 

図 6 公園に接している道路数 

 
  

異なる接道に
通り抜けできる

異なる接道に
通り抜けできない
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園内の地表面 

園内のアクティビティは地表面の仕上げでも大きく異なってくると考えられ、利用属性によって訴求

する地表面は異なってくると考えられる（図 7）。アスファルト、グラウンド（地面）、芝生面、タイル舗

装、木デッキに関して、その有無を調べた（複数選択可能）。 

リラックスした居方が好まれる用途であれば芝生面などが評価されると想定される。 

 

図 7 園内の地表面 
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園内の設備 

園内にどのような設備が備わっているかを調べた（図 8）。利用属性によって訴求する設備は異なって

くると考えられる。長時間の滞在や遠方からの利用者にとってトイレの有無は重要なファクターである

し、公園内で飲食を想定している場合は、ベンチ、自販機、ゴミ箱、水飲み（手洗い）などが揃うことで

利便性が上がることが想定される。 

 

図 8 園内の設備 
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4.3. 滞在調査 

各公園で任意の滞在ポイントを設定し、そのポイント及びその周辺で計測を行った。 

 

音 

スマートフォンの騒音計測アプリを用いて、各計測点での音量と、そこで確認できた音も種類を調べ

た（図 9）。音は時間帯によっても変化することが考えられ、精緻なデータとは言えないが、公園の大体

の雰囲気を把握する指標として用いることを意図した。 

 

図 9 音 
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日当たり 

冬至と夏至における太陽の軌跡をシミュレーションできるスマートフォンアプリを用いて、観測点に

ける日の当たる時間を推定した（図 10）。夏の日射は日陰が確保できているかどうの評価指標、冬の日射

は日向ぼっこが可能どうかの評価指標として用いることも可能である。 

 

図 10 日当たり 

 

囲われ感 

観測点として指定したベンチの着座時の囲われ感を調べた（図 11）。囲われているかどうかは着座に

視線を妨げる要素があるかどうかで判断した。 

 

図 11 囲われ感 
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隣のベンチとの距離 

滞在ポイントにいて周辺ベンチとの隣接関係を調べた（図 12）。周辺ベンチとの隣接関係は集まるグ

ループの規模や用途によって評価が異なってくる指標であると考えられる。 

 

図 12 隣のベンチとの距離 

 

ベンチまわり 

滞在ポイントのベンチの周りにものを置くスペースが有るかどうかを確認した（図 13）。ベンチのま

わりにものが置けるスペースは、PCを用いた作業などを行う際や、グループで何かを共有する際には必

要であり、様態によって評価される指標であると考えられる。 

 

図 13 ベンチまわり 
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フリーWi-Fi の捕捉状況 

観測点でフリーWi-Fi が捕捉できるかどうかを確認した（図 14）。PC やスマフォを用いる際に評価

される指標であるが、セキュリティなどの課題もあり、あくまでも付加的な要素として評価できる項目で

ある。 

 

図 14 フリーWi-Fi の捕捉状況 

 

１５分の滞在の試行 

観測点に実際に１５分滞在するという試行を通して、滞在時に障壁となる要素の有無を確認した（図 

15）。滞在でいるかどうかは調査者の主観によるところも多いが、滞在時に妨げとなる要因の抽出できた

と言える。 

 

図 15 15 分間の滞在 

 
 

こどもがうるさい、タバコ臭い、人が多い、トイレが近い、通過する
人からの視線が気になる、ハトがいる、シェアサイクルと喫煙所の利
用者、トイレの利用者の往来、タバコの匂いや水路の匂いで長い時間
居られなかった、園児の声、狭い、工事の音が少しうるさい、車の通
る音がうるさい、荷物を置ける場所がない、虫、電車が3分おきに走
る、排気ガス、ガソリンや排水溝からのにおいがする、ベンチに汚れ
や水がある、不安感、公園が狭すぎる、通過交通が近い（1m程度の
位置）、シェアサイクルが近い（30cm程度の位置）



 24 

5. 地域特性による公園利用者の属性推定 

5.1. 利用者属性に特徴のある公園の抽出 

公園の性能ワークショップで対象とした５４箇所の公園について、公園の周辺半径１５０ｍ圏内の建

物の用途を分析し、特定要素の面積割合が全５４公園の上位１５％（８公園）を「利用者に特徴のある公

園」として抽出し、それぞれを「飲食店街」、「学生街」、「住宅街」、「オフィス街」と定義した（図 16、

図 17）。 

 

 

図 16 「利用者属性に特徴のある公園」の抽出 

 

飲食街：「飲食店」が29％以上
学生街：「学校」が16％以上
住宅街：「住宅」が29％以上
オフィス街：「オフィス」が60％以上

（１）公園を中心として半径１５０ｍ
の領域を設定

（２）領域内の建物を用途によって塗り分け、用途ごと
も面積割合を算出

（３）エリア内の特定の要素が占める面積割合が上位１５％以上である公
園を「利用者属性に特徴のある公園」として抽出

上位１５％以上の基準
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図 17 利用者属性に特徴のある公園 

 
 
  

飲食店街 学生街 住宅街 オフィス街

神保町愛全公園 四谷駅前広場 東郷元帥記念公園 中坂児童遊園

神三児童遊園 富士見児童遊園 堀留北児童遊園 錦三会児童遊園

三崎町児童遊園 爼橋児童遊園 堀留南児童遊園 内神田尾嶋公園

西神田公園 神三児童遊園 美倉橋東児童遊園 和泉橋南東児童遊園

小川広場 西神田公園 美倉橋北児童遊園 大和橋広場

神田橋公園 三崎町児童遊園 龍閑児童公園 和泉橋南西児童遊園

芳林公園 錦華公園 岩本町二丁目児童遊園 岩本町馬の水飲み広場

昌平橋東橋詰広場 西神田けやきの広場 左衛門橋北児童遊園 内幸町広場

計８ヶ所 計８ヶ所 計８ヶ所 計８ヶ所

清水谷公園 千鳥ヶ淵緑道 秋葉原公園 国会前庭

隼町広場 西神田百樹の広場 佐久間公園

三宅坂小公園 神田児童公園 和泉公園

麹町こどもの広場 鎌倉児童遊園 美倉橋西児童遊園

五番町児童遊園 昌平橋西橋詰広場 いずみ児童遊園

外濠公園 淡路公園 お玉が池児童遊園

千鳥ヶ淵公園 練成公園 地蔵橋東児童遊園

九段坂公園 宮本公園 佐久間橋児童遊園

いずれにも該当しないもの

計２５ヶ所
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飲食店街 
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学生街 
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住宅街 
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オフィス街 
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5.2. 利用者と公園の適合性 

前節で抽出した利用者属性に特徴がある４つのグループ（飲食街、学生街、住宅街、オフィス街）ご

とで、公園の性能評価結果を比較した。（図 18、図 19） 

４つのグループで性能差が顕著なものはなかったものの、わずかに差が認められたものとしては、以

下があった。 

・進入口（学生街とオフィス街が多い） 

・進入口の形態（飲食街には車止めがある） 

・接する道路数（学生街とオフィス街がやや多い） 

・地表面の形状（住宅街のグラウンド（地面）が多く、オフィスのグラウンド（地面）が少ない） 

・遊具の数（オフィス街が少ない） 

強いて述べるならば、オフィス街におけるグラウンド（地面）や遊具が少ないことには利用属性との

関連が見られるが十分な差とも言い難い。実際に訪問したワークシップ参加者からも、児童遊園がオフィ

スワーカーに占拠されているという指摘もあった。現状の公園は周辺の利用者属性に合わせた整備がさ

れているわけでないと言える。 

 

図 18 グループごとの公園の性能評価-1 
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図 19 グループごとの公園の性能評価-2 
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6. 新しい利用形態にもとづく公園の評価 

ワークショップでは、ポストコロナのニューノーマル社会における外部空間の新しい利用形態を見据

え、それぞれのワークショップ参加者が新しい公園の利用形態を提案した。そのうえで、その利用形態に

おいて検討が必要と考えられる評価項目を先の性能計測より引用し、そのパラメータで公園を評価づけ

（「千代田公園ミシュラン」）を行った（表 6）。 

 ワークショップ参加者からは「まちなかシネマ」、「買い食い」（周辺飲食店からのテイクアウト）、

「オフィスパーク」、「子供の遊び場」、「ひとりランチ」、「眺められる場」といった利用形態が示され、そ

れぞれの利用形態における利便性に基づいて千代田区内の公園のランク付けを行った（図３）。 

 

表 6 ワークショップ実施概要 

日時 ２０２１年１０月１４日～２１日 

参加者 法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻 デザインスタジオ９Z履修者１１名 

方法 （１）公園を利用して行う事を設定 

（２）性能計測をパラメータとして用いて、その行為を行う際の公園の使いやすさを評価 

（３）評価に応じて公園をランキングする 

 

＜ワークショップ参加者が設定した利用形態＞ 

・まちなかシネマ 

・買い食い 

・オフィスパーク 

・子供の遊び場 

・一人ランチ 

・眺められる場 

・ちょい呑み 

・遠くを眺める 

・異属性の交流 

・無為に過ごす 

・喧騒から逃れる 
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まちなかシネマ
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買い⾷い
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オフィスパーク
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⼦供の遊び場



 37 
 

ひとりランチ
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眺められる場
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7. まとめ：本事業のまとめと展開 

ポストコロナ社会においては、感染リスクを避けながら社会活動を行うために外部空間の重要性が高

まってくると考えられる。特に特に昼間流入人口が大きい千代田区では、オフィスワーカーや観光来訪者

の利用する外部公共空間を時間的・空間的にどう棲み分け分散的な利用を促すべきかを検討していく必

要がある。 

本事業ではそれを見据え、ニューノーマル社会における千代田区公園の可能性について検討した。公

園の利用形態は、利用者属性すなわち周辺地域の利用者像によって異なると考えられる。しかし、本事業

では検証したところ、現状の公園は周辺利用者像に対応した形態となっていないことがわかった。オフィ

ス街、住宅街、学生街、飲食店街それぞれで、外部空間のニーズは異なるはずで、周辺地域との関係を見

据えた公園整備が、ますます求められると考えられる。 

また、本事業ではワークショップの形式をとる形で対象 54公園の性能測定を行い、これをパラメータ

に用いることで、それぞれが設定した新しい利用形態の使いやすさを評価した。評価を通して見えてきた

のは、各公園が現有している特徴をより先鋭化、拡大化することで、全体としてより広範なニーズに対応

できる外部空間が実現できる可能性である。千代田区の外部空間の持つポテンシャルが活かされ、ポスト

コロナ、ウィズコロナの時代において豊かな社会が形成されることを期待したい。 
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